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令和７年度第26回日本認知症グループホーム協会（兵庫大会）
日時：2025年12月3日（水）14：15～18：05
会場：神戸国際会議場（403会議室）



アジェンダ

グループホームの経営環境

外国人の受入れと課題

山脈型キャリアモデル

選択型週休3日

スポットワーク、すき間バイト（カイテク）のグループホームでの効果
的な使い方

導入現場で実証済！「むすぼなAI」が変えたグループホームの価値

結語







外国人材の受入れと課題

技能実習から育成就労へ

介護福祉士国家試験パート合格

外国人介護福祉士の養成校ルートと実務ルート

敬英会の状況

にほんごをまなぼう

外国人を採用することによる経営的な有利点
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介護福祉士国家試験パート合格

受験者数、合格者数減少が背景

実務ルートでの受験をしやすくすることが目的

国家資格としての知識・技能の質の低下がないことが前提

特定技能介護については5年間の在留期間内での合格ができない
場合の期間の延長に関しては検討

受験費用は現状維持

開始時期は令和8年1月の第38回国家試験





外国人介護福祉士の養成校ルートと実務ルート

養成校ルート

日本語学校（１～2年間）→養成校（2年間）→就職

経過措置は再々延長？（R7年度入学以降）

ただし、条件付きか？

修学資金貸付金返済猶予期間は原則5年 ＊過疎地3年

実務ルート

技能実習（育成就労）（3年間）→特定技能（5年間）→介護福祉士

3年間経過後に実務者研修受講後、国家試験を目指す（パート合格は
活用可）
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外国人を採用することによる経営的な有利点

離職率低下（グリーンガーデン橋本、R5年16.0％→R6年6.9％）

平均年齢低下、維持

（グリーンガーデン橋本→全体43.2歳・日本人47.7歳・外国人26.3歳）

賃金の安定

採用コストの低減

外国人介護福祉士増加による売上向上（サービス提供加算з）

質の向上
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山脈型キャリアモデル

まんじゅう型→富士山型→山脈型（より多様なキャリアモデルへ）

⓪介護実践

①介護実践の深化

②育成・指導

③サービスのマネジメント

④認知症・看取りケア等の特定のスキルを極める

⑤現場に加え、地域全体の介護力向上を進める

⑥経営のマネジメント
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選択的週休3日

週休3日のモデル実証実験事業を実施（大阪府）

 2025年度に実施（予定では3年間）

府内で2か所の事業所（老健、特養）

離職率の低下と定着率の向上、残業時間の削減、採用力の向上

職員のモチベーション・エンゲージメント向上

業務の効率化と介護サービスの質の向上

週休2日40時間、週休3日40時間等の選択型

課題はシフト調整・管理
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「週休３日制」取組のステップ

¸ 週休３日制の導入目的の明確化
(人材採用の強化／既存職員の定着等)

¸ 実施体制の整備(プロジェクトチームの組成)

¸ 職員ヒアリング・アンケートの実施
¸ 導入計画の作成
¸ KPI( 導入前)の設定・測定

ṥ Ṧ ṥ Ṧ
ễ

ṥ Ṧ
ḱ

手順
１

手順
２

¸ 既存の業務の見直し
¸ シフト間の業務の平準化の検討
¸ ICT( シフト作成支援ソフト等)の活用

¸ 週休３日制でのモデルシフトの作成
¸ 週休３日制の部分的・試行的運用
¸ 試行的運用を踏まえた改善案の検討

手順
３

手順
４

¸ 職員への意向調査
¸ 職員向け説明会の開催
¸ 地域に向けたPR(広報・採用の強化)

¸ 就業規則等の改訂
¸ 週休３日制の本格導入
¸ KPI( 導入後)の評価と今後の取組の検

討

手順
５

手順
６
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1.
ü 他事業所と差別化を図ることができ、柔軟な働き方を

している事業者としても対外的に好印象となる
ü 他業種からの応募等により人材不足を補うことができ

る

2.
ü 休日が増えることで育児や介護にも時間を割けるため、

育児や介護を原因とした離職を防止できる

3.
ü シフトごとの業務負担のバラつきをなくすことができ

る

4.
ü 標準の勤務時間に残業時間を盛り込むことができ、一

人当たりの勤務時間が長くなることで交代時間をずら
して人手を充足し、残業時間を減らすことができる

5.
ü 年間公休日が156日以上となり、週休3日制導入前より

も52日増加し、連休も取りやすくなる

1. נּ
ü シフトごとの業務負担のバラつきをなくすことができ

るため、自由に使える時間が増える

2. ḱ
ü 上記により日々のストレスを軽減して心身をリフレッ

シュしたり、自己研鑽に充てる時間を設けることがで
き、仕事に対するモチベーションの向上にもつながる

3. ︣
ü 労働日数が減ることで限られた時間の管理や業務を効

率化しようとする意識が向上する
ü 意識の向上は一人当たりの生産性(人時生産性)向上にも

繋がる

4.
ü 余暇を活用した副業や自己研鑽により、個人のスキル

アップも図ることができる

出典：福島県(2024) 「週休3日制の導入手引き」を参考に加筆
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וֹ

出典：介護現場における「多様な働き方」取組事例集

ḱ ︡

1.
V 現状の勤務に関するアンケートやヒアリングの実施
V 説明会や個人面談を実施し導入目的等を丁寧に説明
(特に子育てや介護などの個別事情を抱える職員に配慮)

2. ṇ
V タイムスタディ等で各業務にかかる時間や人員を把握
V 業務の優先順位付け
V 必要に応じてICTツールの導入を検討

3.
V 試行的な運用(モデルシフトの策定)と段階的な拡大
V 試行期間中の課題抽出と対応策の検討

4. ṇ
V アンケート調査や面談等で精度の運用状況や職員の不

満を
定期的に確認

V 残業時間や有給休暇所得状況等のKPIをモニタリング

5.
V モニタリングで得た情報を材料に組織の対話UP
V 必要に応じ外部(コンサルタントや相談窓口)の支援を検

討

1.
V 多様なシフトパターンを均等に割り振ることが難しい
V １人当たりの稼働日が減少するため、現場全体での労

働力が不足しやすくなる

2.
V 対象者が一部に限定される場合、制度を使えない職員

に負担が偏ることがある
V 役職者や特定のスキルを有する職員は他の職員よりも

出勤頻度が高くなりやすく、勤務日数や勤務時間の偏
りが発生する可能性がある

3.
V 身体的な精神的負担や疲労が大きくなり、ミスのリス

クが高まる

4. אל︡
V 急な欠勤の場合、その日が週休にあたる職員に連絡が

取れず代替が依頼できないなど、急なシフト変更への
対応力が下がる

週休３日制導入に向けた課題とポイント



カイテクのグループホームでの効果的な使い方

カイテク（スキマバイト、ワークシェアリング、スポットワーク）とは？

介護業界で急速に普及するスキマバイトの実態

カイテクシフトの活用（運営指導の際の勤務形態一覧表用のデータを自動
生成）
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2025年12月よりCM開始（首都圏以外）
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日経ヘルスケア2025年4月号
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312

598

2022/07 2023/07 2024/07 2025/07

大阪府

その他

Ḳ
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2024
2025 600

グループホームにおけるスキマバイト利用事業所数の推移(カイテク社提供)
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前提

課題

対策と成果

Å 定員数9名×2ユニット名のグループホーム

Å 年度末に退職者が発生

Å 最寄歴からバス+徒歩20分と施設のアクセスが悪く、慢性的に採用に苦戦

Å 退職者の代替人員が見つからず、管理者が現場に入る事で補填

Å 管理者業務に日中割ける時間が少なくなり、管理者の長期時間残業が常態化

Å シフト作成や職員マネジメントも滞り気味に

Å 管理者がシフトinしていた時間帯で募集(月10日程度)し、

Å マニュアル整備の徹底により、ワーカーの評判も良く、2 5

Å 受入や退勤時のスカウト活動を管理者主導で行い、3 1
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文字起こしからケアプラン作成ができる！

むすぼなAIで作業時間が最大13分の１に削減

録音を開始するを押下すると、すぐに
下記に会話の文字起こしができます。

כֿ צּ︡כֿ אל ︣Ḯ

אל︡כֿ ṇ ︡ ︣Ḯ

ể

ể

Ễ

【居宅介護支援】のメニューからアセ
スメント分類２３項目を選び、文字起
こしをした逐語録を所定の位置に貼り
付けます。

Ễ



アセスメント分類２３項目
＋課題分析まとめ項目が
生成されました。

生成されたアセスメント分
類２３項目＋課題分析まと
め項目をケアプラン原案作
成のメニューに貼り付けま
す。



צּ אל ︡ ḵ
・1表
・2表
・3表
・6表
・7表

ṇ

ךּ AIצּ אל
ḭ ︡
ḭ נּ צּ נּ
︡ Ḯ

פֿ ︡ ḭ
כֿ ︡

ךּ ︡ ḭצּ
פּ ḭ

︣ לּ ︡ Ḯ

ךּ ︡ צּ
צּ שּ ḭ

צּ שּ ︡ ḮAI ṕ ︣ AI Ṗ ḭ
ḵ



結語

グループホームの経営はより厳しくなる！

生き残りのポイントは人材戦略！

人材戦略のキーワードは多様性！

 DX、AIの効果的な利活用も重要！

いかに地域にとって必要と思われる続けるかが重要である！


	スライド 1: 「経営を語る場（話題提供）」
	スライド 2: アジェンダ
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5: 外国人材の受入れと課題
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9: 介護福祉士国家試験パート合格
	スライド 10
	スライド 11: 外国人介護福祉士の養成校ルートと実務ルート
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14
	スライド 15
	スライド 16
	スライド 17
	スライド 18: 外国人を採用することによる経営的な有利点
	スライド 19: 山脈型キャリアモデル
	スライド 20
	スライド 21
	スライド 22:  　選択的週休3日
	スライド 23
	スライド 24
	スライド 25: 「週休３日制」取組のステップ
	スライド 26
	スライド 27: 週休３日制導入に向けた課題とポイント
	スライド 28: カイテクのグループホームでの効果的な使い方
	スライド 29
	スライド 30: 2025年12月よりCM開始（首都圏以外）
	スライド 31
	スライド 32
	スライド 33
	スライド 34
	スライド 35
	スライド 36
	スライド 37
	スライド 38
	スライド 39
	スライド 40
	スライド 41
	スライド 42: 結語

